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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,IP 1:20-1:50

Calculated MW: 68 kDa; Observed MW: 68 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	液胞性ATPase末梢V1複合体の触媒サブユニット。液胞性ATPaseは真核細胞における様々な細胞内コンパートメントの酸性化を担う。好気条件下では、細胞内鉄恒常性維持に関与し、Fe2+プロリルヒドロキシラーゼ（PHD）酵素の活性を誘導し、HIF1Aの水酸化とそれに続くプロテアソーム分解につながる（PubMed:28296633）。神経突起の発達とシナプス接続にも関与する可能性がある（PubMed:29668857）。
	研究分野
	タグとセルマーカー
	画像データ
	

	ATP6V1A 抗体を使用した PC-12 マウス脳溶解物中の ATP6V1A のウェスタン ブロット分析。
	

	ATP6V1A 抗体を使用した Hela、A549、HL-60、U251、U87-MG 溶解物中の ATP6V1A のウエスタンブロット分析。
	

	ATP6V1A抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

